
大学の授業をデザインする
（第6回）

九州大学未来人材育成機構

長沼祥太郎

● この動画を見るときは、「逆向き設計論
テンプレート」 と「シラバスのテンプレ

ート」をPC上で開きながら、それに書き
込んでいくのをお勧めします。

● 動画のタイトルスライドと若干違います
が内容は同じです。



動画番号 内容 時間 授業形態 備考

6-1 概要説明 3分

Eラーニング

6-2
逆向き設計の
第3段階：

学習経験と指導
13分

6-3 シラバスの書き方
① 16分

6-4 シラバスの書き方
② 7分

6-5 まとめ 3分

6. 授業計画とシラバス（理論編）

44



この授業の構造

授業の
計画

授業の実践

授業の
評価

理論編

実践編

理論編

実践編

理論編

実践編

9-10

3-4, 11, 13-14

5

7

6
8, 12

概要説明
1-2

どのように授業
を計画するか？

4545

15: 合理的配慮とまとめ



•逆向き設計論
•課題分析
•シラバス
• RUMBA
•グラフィックシラバス

この時間のキーワード

46
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学習目標

1. シラバスの書き方について、基礎的な知識を持っていることを
小テストで示すことができる

2. 学んだ内容を活用して、適切な授業計画を立てることができる



•逆向き設計論：評価方法を先に考える。

1. 求められている結果
（学習目標）を明確にする

2.承認できる証拠（評価方
法）を決定する

3.学習経験と指導
を計画する

修了時を
イメージする

指導の前に評
価方法を計画
する

逆向き設計論の考え方（ステップ3）
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1. 「学習目標」「評価方法」に対応させる
• 「この評価課題に学生がしっかりと取り組むためには、どのような学習が必要
か？」を考える＝課題分析

2. 授業全体の中での効果的な配列を考える
• 学習者によって、効果的な配列は異なることに注意。

3. 授業外学習も含めて授業全体を計画する
• 後述の「授業外学習」を参照。

（佐藤ほか，2015，p.9）

ポイント

どのような授業計画を立てるか？
→「教育心理学入門」を例に考えてみる。
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• 授業科目：教育心理学入門
• 対象：1-2年
• クラスサイズ：25名
• 学習目標：

1. 教育心理学研究で用いられる専門用語を定義できる
2. 教育心理学研究で用いられる統計手法を批判的に検討できる
3. 新たな研究課題と研究方法を提案できる

学習目標
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→課題1
→課題2

課題分析を用いる



パフォーマンス課題1：レポート（一例）
• 配布する論文（要約版）を読んで、用いられている統計手法の問題点
を、授業で学んだ概念を参考に、できるだけ多く指摘しなさい。

� 元論文：鈴木雅之（2011）「教師のテスト運用方法と学習者のテスト観の関連」教育心理
学研究、60(3)、pp.272-284.

課題1と課題分析
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この課題ができるためには：
1. 与えられた資料を読むことができる
2. 資料中の統計手法の問題点を指摘できる
3. 一般的に、統計手法の問題点として、

• データ処理
• サンプリング
• 因果関係への言及
の観点で批判的に検討できることを知っている

4. 与えられた資料の中から、統計情報を抜き出すことができる

ルーブリックの観点も
参考にできる！



パフォーマンス課題2：レポート（一例）
• 以下の３つの論文（要約版）のいずれかを読み、今回の授業で用いた研究手法の
観点から、新たに設定可能な研究課題のタイトルとその研究方法を１つ提案せよ。

� 元論文：
� 鈴木雅之 (2009)、植阪友理・瀬尾美紀子・市川伸一(2006)、鹿毛雅治 (1992)

課題2と課題分析

52

• この課題ができるためには：
1. 与えられた資料を読むことができる
2. 与えられた資料の問題点を指摘できる
3. 一般的に、統計手法の問題点として、

• データ処理
• サンプリング
• 因果関係への言及
の観点で批判的に検討できることを知っている

4. 与えられた資料の中から、統計情報を抜き出すことができる
5. 問題点を克服する研究方法を提案できる

ルーブリックの観点も
参考にできる！



1. 教育心理学の研究方法を知る①サンプリング
2. 教育心理学の研究方法を知る②データ処理と因果関係
3. 資料を読む
4. 批判の方法を知る
5. 研究を批判する（グループワーク）
6. 資料から統計情報を抜き出す
7. より良い研究方法を提案する（グループワーク）
8. フィードバック

教育心理学入門の授業計画例
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試験



テンプレートへの書き込み例
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•簡単→複雑
•既知→未知
•結論→理由
•個別→一般
•具体的→抽象的
•過去→現在
•全体→詳細→全体

•理論→事例
• 社会人学生など経験が豊富な学
生に教える場合に有効。

•事例→理論
• 経験が少ない学生やモチベーシ
ョンが低い学生に教える際に有
効。

教育内容の配列について
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原則は「易しいものから難しいものへ」「基礎から応用へ」だが、必ずし
もこの順番でなくとも良い。学習者のモチベーションが低い場合には、あ
えて難しい内容や応用の内容を先に持ってくることで、モチベーションを
喚起するのも効果的。



内容 時間 授業形態 備考

概要説明 10分

Eラーニング

逆向き設計論の第3段
階

15分

シラバスの書き方① 15分

シラバスの書き方② 15分

まとめ 5分

6. 授業計画とシラバス（理論編）
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•各授業科目の詳細な授業計画。一般に，大学の授業名，担当教
員名，講義目的，各回ごとの授業内容，成績評価方法・基準，
準備学習等についての具体的な指示，教科書・参考文献，履修
条件等が記されており，学生が各授業科目の準備学習等を進め
るための基本となるもの。また，学生が講義の履修を決める際
の資料になるとともに，教員相互の授業内容の調整，学生によ
る授業評価等にも使われる。

• 中央教育審議会（2008）学士課程教育の構築に向けて 用語集より

シラバスとは
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1. 授業選択ガイド
2. 学習効果を高める文書
3. 授業の雰囲気を伝える文書
4. 授業全体をデザインする文書

（佐藤ほか，2015，pp.2-3）

シラバスの役割
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1. 受講生に関わる情報

• 受講に必要な知識とスキル、受講条件

2. 授業に関わる基本情報

• 学習目標（教育目標、学習目標など）、授業で扱う内容

3. 成績評価に関わる情報

• 評価の基準、評価の方法

4. 受講のルールに関わる情報

• 授業中に守るべきルール、資料配布のルール、課題提出のルール、教員へのコンタクトの方法、合理的配慮

5. 授業のスケジュールに関わる情報

• 各回で扱う内容、各回までに行う課題の内容、課題の提出方法と期限

6. 教員に関わる情報

• 名前、研究室の場所、内戦電話番号、メールアドレス、オフィスアワー、ティーチングアシスタントの名前、連絡先

7. 教材に関わる情報

• 教科書とその入手方法、その他の補助教材とその入手方法、参考図書（図書館での所在）、参考になるウェブページのアドレス

シラバスに盛り込む基本的な情報
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基本情報 詳細情報

講義コード 担当教員 授業概要 授業外学習

講義科目名 開講学部・学府 キーワード
テキスト・
参考書

科目ナンバリン
グコード

対象学年
授業形態

（項目・内容）
授業資料

授業科目区分 開講地区 使用する教材等 成績評価

開講年度 使用言語 履修条件等
成績評価規準に
関わる補足事項

曜日時限
使用言語

（自由記述欄）
履修に必要な知
識・能力

ルーブリック

必修選択 教室 学習目標 学習相談

単位数 授業計画 添付ファイル

→以下では赤太字の箇所について、説明をしていきます。

九州大学のシラバスの構成
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九大のシラバス

61

例：基礎科学



1. この授業の存在意義を書く
�「なぜこれを学ばなければならないのか？」

2. 学生を主語にして書く
「◯◯について説明する、概説することを目的とす

る」（教員が主語）

→「◯◯について知り、理解できるようになることを目
的とする」
（こちらは学生が主語）
◆授業概要では、後述の学習目標と異なり、以下のような複雑な、
また、総括的な概念を持つ動詞を用いて表すことが多い。

知る
価値を認める

実施する

認識する

評価する

適用する

理解する
位置付ける

示す

感ずる
考察する

創造する

判断する
使用する

身につける （佐藤ほか，2015，
p.6）

「授業概要」のポイント
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



工学部で学ぶ学生にとって微分積分と線形代数は、科
学・技術を学ぶために必要不可欠かつ最も基本的な世
界共通の「言語」です。この講義は、微分積分の分野

の「言語」を積み上げ式にしっかり学び、この「言
語」で表現された本質的内容を理解し、言葉や文章と
して使えるようこの「言語」を身につけることが目的
です。

微分積分について説明し、概説することを目的とします。

� この授業の存在意義が書かれていない
� 教員が主語になっている。

（中島編，2018，
p.60）

改善後

「授業概要」の例
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



•学習目標
�授業終了後に学生にできるようになってほしいこと

•良い学習目標が満たす条件（RUMBA）
• Real（現実的である）
• Understandable（理解可能である）
• Measurable（測定可能である）
• Behavioral（行動的な）
• Achievable（達成可能である）

�「逆向き設計論テンプレート」に書いたものをそのまま
「シラバスのテンプレート」に貼り付ければok。

（夏目ほか，2010，
p.33）

「学習目標」のポイント
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



•「教員の指導」と「学生の学習経験」が明記されている
こと

•「学生の学習経験」に「説明を聞く」以外の活動が含ま
れていること

•評価課題の達成に向けてよく練られた計画になっている
こと

�「逆向き設計論テンプレート」で書いたものを「シラバ
スのテンプレート」の様式に調整して貼り付ければok。

（夏目ほか，2010，
p.33）

「授業計画」のポイント
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



シラバスが、文字ばかりで読みにくくなるのでは？
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�グラフィックシラバスが有効！！
●例①看護学概論
●例②大学の授業をデザインする（この授業！！）

授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



（日下部，2015）

グラフィック・シラバスのススメ

例①看護学概論
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



グラフィック・シラバスのススメ

例②大学の授業をデザインする
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



グラフィックシラバスについて
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価

• 学習者にとって、今から何を学習するかの全体像を持つことは難しい。
• グラフィックシラバスとは、授業中の各内容がどのように関連しているかを
図示したもの。

• グラフィックシラバスの作成に厳密なルールはない。学生が授業内容の関連
性を視覚的に理解するための補助ツールであると考えてみよう。

• 時には、授業で「教えないこと」をグラフィックシラバスで示すことも有益。

� 教員にとっては、グラフィックシラバスを作成することで、授業の計画や
流れの理解を深め、改善していくことができる。



1. 学習目標に沿っている
2. 授業時間内の学習とつながりをもっている
3. 達成可能なレベルと量である
4. フィードバックの機会がある
学習活動 授業外学習活動の例

読解 「教科書の予習・復習をする」「課題文献を読む」

視聴
「オンライン教材の講義を視聴する」「英語のリスニン
グ課題を聞く」

ライティング
「課題レポートを書く」「実験レポート・実習記録を書
く」「発表用のスライドを作成する」

問題演習 「教科書の演習問題を解く」「小テストを解く」

ディスカッシ
ョン

「図書館でグループディスカッションをする」「オンラ
インでディスカッションをする」

フィールドワ
ーク/観察 「実験作業を観察する」「フィールドワークをする」

（中島編，2018，pp.85-86）

「授業外学習」のポイント
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



• 毎回、講義内容で分かりにくいと思われる箇所の補足資料を配付し説明する。
また、講義の理解度を確認するため、毎回、小テストを実施し、その解答例
を配布する。初回講義で配布するテキスト、毎回の講義で配布するこれらの
資料で復習に努めること。

• 毎回の授業で扱われる教材について、指定された箇所についてはあらかじめ
読んでから授業に臨むこと。それを前提に授業を行う。

• 毎回の授業で予習と復習につとめること

• 特になし、あるいは、書いていない

� 授業外で学習に取り組む必要はないという暗黙
のメッセージになってしまう

� 授業時間内の学習との関係が不明。
かつ、内容の指定もないため取り組みにくい。

改善後

「授業外学習」の例
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



1. 学習目標に合わせて選択。
� 「知識の定着」を確認するには筆記試験

� 「思考力や判断力」を測るにはレポート課題、など。

2. それぞれの方法が全体の成績評価をどのように決めるのかを説明する
(割合で示す、など)。

「成績評価」のポイント
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



知識・理解 専門的技能 汎用的技能
態度・

志向性
備考

学期末試験 ◯ ◯ 55%

小テスト ◯ ◯ 5%

レポート ◯ ◯ ◯ ◯ 25%

プレゼン

授業への

貢献度

作品

出席 15%

• 「授業中に説明する」
• 「授業中の活動を見て総合的に評価する」
� 成績評価がどのように行われるのかに関して不
安を抱えたまま学生は授業を受けることになる

改善後

「成績評価」の例
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授業概要 学習目標 授業計画 授業外学習 成績評価



1. 学習目標、評価方法、シラバスは連動している（べき！）
2. 逆向き設計論に基づいて、教育・学習活動を考え、それに対
応する形でシラバスを作成する

3. シラバスは学生中心で書く
• そのためにも行動動詞に注意したり、グラフィック・シラバスなどの
テクニックを身につけておくととても良い

4. 授業計画の順番に秩序を設けると、学習者にとっても学びや
すい

まとめ

74



1. 「逆向き設計論テンプレート」を埋めてください。

2. 「シラバスのテンプレート」を埋めてください。

＊上記について、グループ内で簡単なプレゼンテーションをしても
らいます。

＊提出時点のものは、成績評価には含みません。

次週までの課題
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＊評価方法に関しては、各専門分野の事情というものがあると思
います。今回話したようなパフォーマンス課題やルーブリックを
使った形式での評価はほぼあり得ない分野の場合には、多肢選択
式問題を含め、他の評価方法を使ってもらっても構いません。

＊数学や理論物理等の分野では、少し難しい場合もあるかもしれ
ません。。

留意事項
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• 中央教育審議会（2008）学士課程教育の構築に向けて 用語集(https://tlsc.movabletype.io/support_text/)

• 日下部華苗（2015）「グラフィックシラバスでめざす授業改善①看護学概論」『看護教育』56(12), 
1159-1163.

• 夏目達也ほか（2010）『大学教員準備講座』玉川大学出版部

• 中島英博編（2016）『シリーズ大学の教授法1 授業設計』玉川大学出版部

• 西岡加名恵編（2008）『逆向き設計で確かな学力を保障する』明治図書．

• 大阪大学（2015）「大阪大学シラバス作成のためのハンドブック」
(https://tlsc.movabletype.io/support_text/)

• 佐藤浩章編（2015）『大学教員のための授業方法とデザイン』玉川大学出版部

参考資料
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